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■ 予算編成の基本方針 

 

本市では、「むつ市財政中期見通し２０２３」で示している期間以降

においても、新ごみ処理施設建設やむつ総合病院新病棟建設に係る一部

事務組合に対する公債費負担が大きく、一般会計の自由度が拘束され、

厳しい財政運営が予想されています。 

 

また、エネルギー情勢の不安による原油価格や物価の高騰、高温を始

めとした気候変動による一次産業への影響など、市民の皆様の負担増に

つながる要因も数多く見られている状況にあります。 

 

こうした中においても、市民の皆様の豊かな暮らしと夢や希望を実現

していくためには、これまで以上にスクラップ・アンド・ビルドを徹底

し、真に必要な施策や事業に財源を重点的に配分することで、将来世代

に負担を強いないよう持続可能な財政運営に努める必要があります。 

 

以上を踏まえて、令和６年度予算においても、本市の最上位計画であ

る「むつ市総合経営計画」に掲げる将来像「笑顔かがやく 希望のまち む

つ」の実現のため、後期基本計画に掲げる基本方針である「１.活力ある

むつ市の創生」、「２.教育・子育て環境の向上」、「３.高齢者福祉・医

療・暮らしの充実」、「４.デジタル化の推進」、「５.危機管理・防災力

の向上」を最重点事項の５つの柱として予算編成を行いました。 

 

財政健全化事項は、「むつ市財政中期見通し２０２３」における「財政

健全化の目標」と同一とし、引き続き歳入に見合った財政規模への転換

を図りつつも、時代に即した真に必要な事務事業を見極めながら質の高

い市民サービスの提供を追求するとともに、効率的な行財政運営と強固

な財政基盤の確立を目指すこととしています。 

 

一方で、主要取組事項として、スマイル・トークリレー「ＦＬＡＴ」等

において、市民の皆様との対話を通じて得た課題や新たな視点を、時代

に合った政策へと発展させ、市民の皆様と共にむつ市の未来に希望をつ

ないでいくため、「むつ市未来共創まちづくり推進枠」を設定しました。 

 

このような方針の下、予算を編成した結果、令和６年度一般会計当初予

算総額は、４００億５，１００万円となり、前年度に比べ４億５，１００

万円、率にして１．１％の減となりました。  
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１．活力あるむつ市の創生 

 

●下北ジオパーク推進事業【継続】 40,750 千円 

  平成２８年９月９日に日本ジオパークに認定された下北ジオパークは、住民主体

（ボトムアップ）による活動を中心とし、郷土愛の醸成と地域の価値（ブランド力）

の向上を図ることを目的としています。 

今後は、ユネスコ世界ジオパークの申請を見据えて、国際交流に重点的に取り組み

ます。 

また、令和６年度は、日本ジオパーク全国大会下北大会の成功に向けて取り組み、

「全国から注目される下北」を目指します。 

 

●農業経営収入保険加入促進事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 

 1,000 千円 

自然災害や異常気象による収量低下や感染症拡大の影響による価格下落など、経営

努力では避けられない様々なリスクによる収入の減少への備えとして、農業者の収入

保険への加入を促進するために保険料の一部を補助し、経営の安定化を図ります。 

  

●スマート農業推進事業【新規】 295,300 千円 

農業の労働環境を改善し、生産性の向上を図るため、環境制御装置を備えた栽培施

設等の設置や先端技術を活用した農業設備等の導入、また、施設の設置に伴う新規の

雇用に対して助成措置を講ずることにより、スマート農業を推進し、担い手の確保や

地域農業の活性化を目指します。 

 

●畜産業物価高騰対策支援金交付事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 

 5,540 千円 

飼料費や資材費などの物価高騰の影響を受けている肉用牛及び乳用牛を飼養する畜

産業者に対して経営費高騰分の一部を補助し、経営の安定化を図ります。 

 

 

 

■ 基本方針の概要 

 

むつ市総合経営計画 

 ～「笑顔かがやく 希望のまち むつ」の実現～ 
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●地域産木材循環利用促進事業【新規】 25,000 千円 

利用期を迎えた森林の適切な整備、林業事業者の収益性向上、カーボンニュートラ

ルの実現及び地産地消によるウッドマイレージＣＯ２の削減のため、市内の施設で熱

利用の目的で使用する木質バイオマスの調達経費の一部を補助し、市内の木材利用促

進を図ります。 

 

●水産業物価高騰対策支援金交付事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 

4,707 千円 

物価高騰や漁獲量減少等により、経営に多大な影響を受けている漁業協同組合に対

して水産物の冷蔵等に係る電気料の一部を補助し、経営の安定化を図ります。 

 

●下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金等【継続】 185,200 千円 

老朽化している護岸等について、機能保全計画に基づき長寿命化対策工事を実施し

ます。また、防砂堤の延伸工事を実施することで安全・安心な漁業活動を確保し、水

産業の振興を図ります。 

  

●湯野川温泉濃々園建替事業【継続】 33,107 千円 

施設の老朽化により休止している湯野川温泉濃々園の建替を行い、下北周遊観光の

拠点施設として、来訪者に安らぎと癒やしの空間を提供するとともに、ワーケーショ

ン等の地域の新たな価値を創造する施設として活用を図ります。 

なお、令和６年度は、解体工事を行います。 

 

●観光Ⅾ✕・情報発信システム導入事業【継続】 48,995 千円 

スマートシティ構想の一環として、観光施設における来訪者の利便性の向上を目指

して観光分野のデジタル化促進を図ります。 

なお、令和６年度は、再生可能エネルギーを用いた情報発信システムを開発し、設

置します。 

 

 

２．教育・子育て環境の向上 

 

●高等学校通学費補助事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 26,000 千円 

高校生の保護者の経済的負担の軽減を図ることで、将来を担う人材の育成及び地域

の活性化に資することを目的として、市に住所を有し、下北地区の高等学校にバスや

鉄道等の公共交通機関又はスクールバスを利用して通学している高校生の通学費用を

補助します。 
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●エネルギー未来人材育成支援事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】  

1,997 千円 

市内中学生を対象に、エネルギー関連施設や高等教育機関の見学会等を実施するこ

とで、原子力関連施設が集中立地する当地域で生まれ育った子ども達にエネルギー政

策に興味を持ってもらい、将来のエネルギー分野で活躍する人材輩出につなげます。 

  

●保育士にこにこサポート事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】  

42,084 千円 

保育士の業務負担を軽減することで、離職防止を図り、保育人材の確保を行うた

め、保育士の業務をサポートする保育補助者の雇用に必要な費用を補助します。 

 

●保育施設におけるおむつ無償化事業【拡充】 11,523 千円 

保護者の経済的負担と保育士の業務負担の軽減を図るため、市内保育施設に通う０

歳児クラスの子どもを対象に、保育施設内において使用するおむつとおしりふきを無

償で提供していますが、令和６年度は、その対象を１歳児クラスまで拡大します。 

 

●子ども医療費給付事業【継続】 169,456 千円 

１８歳までの全ての子どもの医療費無償化を継続することにより、次代を担う子ど

もの健康の保持増進とともに、子育て家庭の経済的負担を軽減し、安心して子どもを

産み育てられる環境の充実を図ります。 

 

●こどもの権利擁護事業【新規】 2,979 千円 

子どもの権利を守るとともに、子どもの権利が侵害された場合の救済を目的に相談

体制を強化し、全ての子どもがその権利を保障され、健やかに成長できるまちづくり

を推進します。 

 

●フッ化物塗布むし歯予防事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】1,654 千円 

１歳６か月児健診、２歳児健診及び３歳児健診において、フッ化物歯面塗布を実施

した幼児を対象に、市内の歯科医療機関においてフッ化物歯面塗布を実施することに

より、むし歯予防につなげるとともに、歯科口腔保健に対する保護者の意識の向上を

図ります。 

  

●むつ市特別非常勤講師配置事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 

 3,719 千円 

教員免許状を持たない方を非常勤の講師として迎え入れる制度（特別非常勤講師制

度）を活用し、指導技術に高い専門性（英語、美術、技術、家庭科等）を有する地域

人材を授業の講師として採用します。このことにより、教育内容の多様化に対応し、

授業の質の向上や学校の活性化を図ります。 
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●小中学校冷房設備整備事業【継続】 673,000 千円 

夏季における児童生徒の熱中症等による健康被害を防止し、安全な教育環境を確保

するため、令和６年度から令和７年度にかけて、市内の全ての小・中学校の普通教室

等に冷房設備を整備します。 

令和６年度は、受変電設備の改修が不要な小学校６校と中学校４校に夏前までに冷

房を整備するほか、設備改修が必要な学校ではポータブルクーラーを用意し暑さ対策

をしつつ、令和７年度設置に向けた改修工事を進めます。 

 

●「新しい学びの場」検証事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 461 千円 

不登校児童生徒に学びの機会を保障するため、これまでの不登校児童生徒への対応

に加えて、メタバース空間を活用した「むつ市メタバース教育相談室」を開設し、新

たな学びの場を提供します。 

なお、令和６年度は、不登校児童生徒へのメタバース空間の提供を試験的に３か月

間実施し、その後は効果検証に取り組みます。 

 

●地域文化・スポーツクラブ推進事業【継続】 191,990 千円 

「部活動の選択肢が少ない」、「学校単独で試合に出られない」などの市内中学校

における部活動の現状を踏まえ、文化・スポーツ活動の選択肢を広げ、一人ひとりの

充実した放課後活動等を確保するため、令和５年度から段階的に中学校部活動の地域

移行を進め、令和７年度までに全ての中学校部活動の地域移行に取り組みます。 

なお、令和６年度は、運営団体となる「むつ市地域文化・スポーツクラブ（愛称：

むつ☆かつ）」に文化クラブを１クラブ（吹奏楽）とスポーツクラブを４クラブ（陸

上、ソフトボール、剣道及びバドミントン）を新たに地域移行します。 

 

●（仮称）むつ市防災食育センター建設事業【継続】 3,148,100 千円 

学校給食施設を集約するとともに、災害時には避難場所に食事を供給する「（仮

称）むつ市防災食育センター」を建設します。 

なお、令和６年度は本体工事の完成に向けて工事を進めるほか、配送車両や食器類

等の運営に必要な物品を調達するとともに、各学校の給食搬入口の改修工事を行いま

す。 

 

 

３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 

 

●むつ市コミュニティタクシー運行事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】  

6,280 千円 

川内地区で廃止となった路線バスの代替交通として、市内タクシー事業者にデマン

ド型乗合タクシーの実証運行を委託していますが、運転手不足等の問題により運行の
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継続が難しいことから、令和６年４月１日から市の直営運行による自家用有償旅客運

送を行うことで、沿線地域住民の交通手段を確保します。 

 

●むつ市交通事業者運転手確保支援事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】  

1,243 千円 

運転手不足に悩む市内を運行するバス・タクシー事業者に対し、運転手確保のため

に必要な従業員の二種免許取得に係る経費の一部を補助し、市内公共交通の確保及び

維持を図ります。 

  

●むつ市高齢者無料乗車証事業【継続】 41,800 千円 

マイナンバーカードを所持している７５歳以上の市内高齢者の公共交通利用につい

て無料化することにより、積極的な社会参加による健康増進及び福祉の向上並びに公

共交通機関の利用促進を図ります。 

 

●ごみ出し支援事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 1,898 千円 

ごみ集積所までのごみ出しが困難な高齢者や障がい者のみの世帯等を対象に、ごみ

を自宅前から収集することで、在宅での生活を維持できるように支援し、福祉の向上

を図ります。 

 

●物価高騰対策ごみ袋配布事業【新規】 27,095 千円 

物価高騰に対応するための経済対策として、生活必需品である燃えるごみ用の指定

ごみ袋（大）を市内全戸に３０枚ずつ配布し、家計の経済的負担の軽減を図ります。 

 

●国民スポーツ大会準備事業（セーリング競技艇置場整備工事）【新規】 

 233,761 千円 

令和８年に開催される「第８０回国民スポーツ大会」に向けて、セーリング競技艇

置場整備工事を行い、大会の成功に向けた取組を推進します。 

 

●お買い物支援事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 8,140 千円 

過疎化や商店街の衰退により顕在化しつつある「買い物問題」について、現状と課

題を把握するためのアンケート調査を実施し、地域の実情に応じた対策の検討を進め

ます。 

 

●老人憩の家シニアｅスポーツ環境整備事業 

【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 2,866 千円 

老人憩の家福寿荘・禄寿荘に、新たな交流ツールともなるｅスポーツ機器を設置

し、高齢者がｅスポーツを楽しめる環境を整備することで、あたまの健康増進（認知

症予防）をサポートし、新たな生きがいとなる集いの場を提供します。 
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●老人憩の家シルバースポーツ環境整備事業 

【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 13,380 千円 

老人憩の家福寿荘・禄寿荘のゲートボール場及びシルバーアリーナむつを補修し、

より高齢者向けスポーツに親しみやすい環境を整えることで、からだの健康増進をサ

ポートし、健やかに暮らせる集いの場を提供します。 

 

●老人憩の家クーリングシェルター整備事業 

【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 14,755 千円 

猛暑対策として、老人憩の家福寿荘・禄寿荘に空調設備を設置し、利用者の熱中症

予防対策を図るとともに、施設内に涼みどころ（クーリングシェルター）を開設し、

安心して生活できる集いの場を提供します。 

  

●自発的活動支援事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 250 千円 

障がいのある方が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、障がい

のある方やその家族、地域住民等で構成された団体に対して、地域における自発的な

取組を行うための活動経費を補助し、「心のバリアフリー」の推進と共生社会の実現

を図ります。 

 

●スマート・ウェルネス研究事業【新規】 1,493 千円 

子どもから高齢者まで、全ての市民の皆様が健康的に年齢を重ねることができるよ

う、健康なまちづくりを目指し、様々な視点でむつ市に合った健康づくりに取り組み

ます。 

なお、令和６年度は、市民向けワークショップと「楽しく歩く」「自然に歩く」こ

とをテーマにしたウォーキングイベントを実施します。 

 

●金谷都市拠点地区都市構造再編集中支援事業【継続】 146,785 千円 

都市再生整備計画に基づき、金谷公園を中心として、むつ総合病院、大学キャンパ

ス、下北文化会館、キッズパーク等と一体的な回遊性のあるまちづくりを推進します。 

なお、令和６年度は、金谷公園と大学キャンパスをつなぐ広場等の整備を行います。 

 

●橋梁長寿命化修繕事業【継続】 94,679 千円 

老朽化が進んでいる橋梁の定期点検の結果を踏まえ、補修、架替等の必要な措置を

計画的に行うことで、将来見込まれる維持修繕費の縮減を図るとともに、安全・安心

な交通を確保します。 

なお、令和６年度は、仮団地橋の架替に要する調査設計のほか、１橋の補修工事を

行います。 
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４．デジタル化の促進 

 

●むつ市議会議場音響・映像設備改修事業【継続】 82,291 千円 

更新時期を迎えた音響機器の更新と併せて、インターネットを利用した映像配信設

備を整備し、議場設備のデジタル化を図ることで、市民の皆様がより気軽に、より快

適に議会活動に触れられる機会を確保します。 

なお、令和６年度は、改修工事を実施します。 

 

●文書管理システム基盤構築事業【新規】 13,936 千円 

ペーパーレス化による業務の効率化、セキュリティの向上等を目的として令和５年

度に導入した文書管理システムのデータ容量増加に対応するため、仮想サーバ基盤を

構築します。 

 

●シニア世代スマホデビュー応援事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 

13,600 千円 

スマートフォンを所持していないシニア世代の方に、スマートフォンの購入補助を

行い、デジタル化に伴う利便性やサービスの向上など、誰一人取り残さないデジタル

社会の恩恵を受けられるような仕組みを構築し、デジタルデバイドの解消と行政事務

の効率化を図ります。 

  

●むつ市住民パスポートで暮らし快適事業【新規】 24,668 千円 

令和５年度に構築した都市ＯＳの礎となるパーソナルデータ連携基盤と住民パスポ

ートアプリ「むちゅぱ」を活用し、マイナンバーカードをアプリで認証することで、

医療費受給資格証や高齢者無料乗車証（ＡＧＥＨＡ）をデジタル化するなど、市民サ

ービスの向上を図ります。 

 

●キャッシュレス決済導入事業【新規】 11,378 千円 

キャッシュレス決済端末を本庁舎市民課、税務課及び各分庁舎に導入し、窓口収納

における市民の皆様の利便性向上や業務効率化を図ります。 

 

●地域活動デジタル化支援事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 346 千円 

町内会員同士の連絡ツールとして、ＳＮＳの活用を提案し、町内会活動のデジタル

化を推進します。 

また、スマホ操作に不慣れな方をサポートするため、市内大学生による操作支援を

実施し、その不安解消につなげるとともに、地域コミュニティの活性化や世代間交流

を図ります。 
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●スマート林業推進事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 1,962 千円 

カーボンニュートラル実現やＳＤＧｓ貢献のため、森林・林業の重要性が高まって

います。ドローンを導入し、森林の現況調査や管理に活用することで、林業分野にお

けるデジタル化を推進し、森林整備の効率化を図ります。 

 

 

５．危機管理・防災力の向上 

 

●雨水対策事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 5,000 千円 

台風や大雨による浸水被害の軽減を図るため、市民の皆様の自助・共助の活動支援

として、「土のうステーション（土のう置場）」を設置します。 

  また、冠水時の応急的な対策として、可搬式ポンプを活用した対策を消防署及び消

防団と連携して検討します。 

  

●緊急避難場所表示看板設置事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】  

1,638 千円 

緊急避難場所を示す看板が未設置の場所及び新たに緊急避難場所となった場所に、

緊急避難場所表示看板を整備します。 

また、現在設置されている緊急避難場所の看板に、それぞれ対応可能な災害種別を

記載します。 

 

●防災士育成事業【新規・むつ市未来共創まちづくり推進枠】 1,400 千円 

地域の防災リーダーを育成するため、自主防災組織、大学生及び高校生を対象に、

防災士資格の取得費用を助成します。 

防災士を育成することで、地域防災の要となる自主防災組織の活動の活性化と、地

域防災の未来の担い手である若年層の防災意識の高揚を図り、地域の防災力の向上に

つなげていきます。 

  

●消防団車両整備事業【継続】 17,511 千円 

老朽化した消防団車両を更新することにより、消防力を維持するとともに、地域の

安全・安心の確保を目指します。 

なお、令和６年度は、むつ消防団第１分団に小型ポンプ付積載車を整備します。 

 

 

●消防車両整備事業（下北地域広域行政事務組合負担金）【継続】 32,361 千円 

老朽化した消防車両を更新することにより、消防力を維持するとともに、地域の安

全・安心の確保を目指します。 

なお、令和６年度は、むつ消防署及び大湊消防署に水槽付ポンプ車を整備します。 
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●川内消防分署・脇野沢消防分署整備事業（下北地域広域行政事務組合負担金） 

【継続】 56,721 千円 

津波の浸水想定区域内にあり、老朽化が著しく職員の勤務環境が悪化している川内

消防分署及び脇野沢消防分署をそれぞれ津波の浸水想定区域外に新築・移転し、災害

に強い防災拠点として整備します。規格や発注方法の検討等により、事業コストを抑

制し、令和８年度中の竣工を予定しています。 

なお、令和６年度は、庁舎の設計や造成工事等を実施します。 

  

 12



  

 
 

 

 

１．歳出  

 

①  地域振興基金費           ＋149,997 千円（  200,022→   350,019 千円 ） 

②  生活保護扶助費               ▲194,263 千円（2,273,239→ 2,078,976 千円 ） 

③  下北地域広域行政事務組合負担金  

（じん芥処理費負担金）     ▲2,303,831 千円（3,059,884→  756,053 千円 ） 

④  スマート農業推進事業       ＋295,300 千円（ 皆増 ） 

⑤  道路整備事業（交付金）      ▲198,126 千円（  317,386→   119,260 千円 ） 

⑥  横迎町中央２号線整備事業        ▲107,415 千円（  197,491→    90,076 千円 ） 

⑦  （仮称）田名部まちなか団地整備事業 

▲1,275,155 千円（1,383,411→   108,256 千円 ） 

⑧  防災情報伝達手段整備事業     ▲528,397 千円（  730,740→   202,343 千円 ） 

⑨  小中学校冷房設備整備事業     ＋673,000 千円（ 皆増 ） 

（令和５年10月補正予算事業） 

⑩  図書館空調設備改修事業      ▲112,760 千円（ 皆減 ） 

⑪  国民スポーツ大会準備事業（セーリング競技艇置場整備工事） 

＋233,761 千円（ 皆増 ） 

⑫  （仮称）むつ市防災食育センター建設事業 

                ＋2,509,613 千円（  638,487→ 3,148,100 千円 ） 

⑬  公債費               ▲305,406 千円（4,348,841→ 4,043,435 千円 ） 

⑭  一部事務組合下北医療センター貸付金 

              ＋500,000 千円（2,000,000→ 2,500,000 千円 ） 

 

  

■ 予算の主な増減理由 
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２．歳入  

 

①  市税               ▲181,641 千円（5,824,046→  5,642,405 千円 ） 

②  地方消費税交付金         ＋322,000 千円（1,363,000→  1,685,000 千円 ） 

③  地方特例交付金          ＋231,468 千円（  39,001→   270,469 千円 ） 

④  地方交付税             ＋491,000 千円 

・普通交付税            ＋491,000 千円（9,741,000→ 10,232,000 千円 ） 

・特別交付税                        ±0 千円（1,700,000 千円 ） 

⑤  国庫支出金              ＋686,694 千円 

・生活保護費負担金国庫負担金   ▲145,697 千円（1,704,927→  1,559,230 千円 ） 

   ・社会資本整備総合交付金        ▲520,875 千円（ 615,171→    94,296 千円 ） 

・防災・安全交付金           ▲171,752 千円（ 241,204→    69,452 千円 ） 

・防衛施設周辺民生安定施設整備事業費補助金 

＋1,486,323 千円（  449,427→  1,935,750 千円 ） 

   ・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 

＋146,040 千円（ 皆増 ） 

⑥  県支出金              ＋35,361 千円 

・国民スポーツ大会市町村競技施設仮設等対応費補助金 

  ＋233,761 千円（ 皆増 ） 

⑦  繰入金              ▲755,320 千円 

・新希望のまち基金繰入金     ▲163,047 千円（ 皆減 ） 

・財政調整基金繰入金       ▲600,000 千円（ 皆減 ） 

⑧  市債                ▲1,851,000 千円 

   ・清掃施設整備債（下北地域広域行政事務組合負担金等） 

▲1,237,600 千円（ 皆減 ） 

・農業施設整備債（スマート農業推進事業）   

＋283,900 千円（    2,500→    286,400 千円 ） 

・公営住宅整備債（各市営住宅整備事業）   

▲847,800 千円（  921,300→    73,500 千円 ） 

・防災基盤整備債（防災情報伝達手段整備事業）      

▲528,400 千円（ 730,700→    202,300 千円 ） 

 ・学校給食施設整備債（（仮称）むつ市防災食育センター建設事業）      

＋851,600 千円（ 186,200→  1,037,800 千円 ） 

・借換債               ▲429,900 千円（1,069,200→    639,300 千円 ） 
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■ 財源対策 

 

 国庫支出金や基金の活用による歳入確保や事務事業の見直し等による経費の節減

など、所要の財源対策を講じている。 

 

１. 歳入の確保 

                                                  計 3,466,063 千円 

①  ネーミングライツ料                         2,255 千円 

②  防衛施設周辺民生安定施設整備事業費補助金      1,935,750 千円 

③  物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金        146,040 千円 

④  デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）    8,586 千円 

⑤  デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）  54,112 千円 

⑥  デジタル基盤改革支援補助金               41,959 千円 

⑦  国民スポーツ大会市町村競技施設仮設等対応費補助金   233,761 千円 

⑧  地域振興基金繰入金                        413,600 千円 

⑨  減債基金繰入金                          320,000 千円 

⑩  地域基盤安定化基金繰入金               310,000 千円 

 

２．公共施設維持管理経費及び事務事業の見直しによる効果額 

                                                計  ▲17,565 千円 

①  歳入歳出決算書のペーパーレス化（冊子版の廃止）      ▲803 千円 

②  予防接種事業（定期Ａ類）の見直し                ▲7,096 千円 

③  むつ市産夏秋いちご収益力アップ事業の廃止       ▲2,000 千円 

④  まさかり高校医学部進学・特進コースの休止       ▲5,421 千円  

⑤  浜奥内海水浴適地開設事業の廃止            ▲2,245 千円 
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■　一般会計の財政構造

※各項目の整理上、構成比の端数を調整しています。

普通建設事業費

△305,406千円4,348,841千円4,043,435千円公債費

－12.6 %16.7 %

1,589,882千円5,096,511千円6,686,393千円

40.7 % －

扶助費 7,267,153千円 7,625,282千円 △358,129千円

52,943千円4,499,436千円4,552,379千円人件費

義務的経費

15,862,967千円 16,473,559千円 △610,592千円

39.6 %

依存財源

29,649,436千円 29,672,796千円 △23,360千円

74.0 % 73.3 % －

比　較令和６年度 令和５年度区　分

自主財源

－26.7 %26.0 %

△427,640千円10,829,204千円10,401,564千円
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■　当初予算規模の推移

国の予算 地方財政計画 青森県の予算 むつ市の予算

（億円）

伸率
（%） （億円）

伸率
（%） （百万円）

伸率
（%） （百万円）

伸率
（%）

4 722,180 2.7 743,651 4.9 668,368 0.3 15,765 0.1

5 723,548 0.2 764,152 2.8 682,911 2.2 15,774 0.1

6 730,817 1.0 809,281 5.9 749,283 9.7 15,532 △1.5

7 709,871 △2.9 825,093 2.0 642,349 △14.3 16,665 7.3 県は骨格予算

8 751,049 5.8 852,800 3.4 778,899 21.3 17,330 4.0

9 773,900 3.0 870,596 2.1 818,123 5.0 18,953 9.4

10 776,692 0.4 870,964 0.0 836,680 2.3 18,457 △2.6

11 818,601 5.4 885,300 1.6 871,710 4.2 20,671 12.0

12 849,871 3.8 889,300 0.5 918,390 5.4 18,420 △10.9

13 826,523 △2.7 893,071 0.4 903,273 △1.6 18,873 2.5

14 812,300 △1.7 875,666 △1.9 870,175 △3.7 18,862 △0.1

15 817,891 0.7 862,107 △1.5 816,500 △6.2 19,380 2.7

16 821,109 0.4 846,669 △1.8 768,500 △5.9 21,917 13.1

17 821,829 0.1 837,687 △1.1 740,100 △3.7 29,108 32.8

18 796,860 △3.0 831,508 △0.7 722,100 △2.4 28,538 △2.0

19 829,088 4.0 831,300 △0.0 717,000 △0.7 28,950 1.4

20 830,613 0.2 834,014 0.3 707,800 △1.3 29,313 1.3

21 885,480 6.6 825,557 △1.0 691,200 △2.3 32,058 9.4

22 922,992 4.2 821,268 △0.5 692,300 0.2 33,950 5.9

23 924,116 0.1 825,054 0.5 692,800 0.1 34,600 1.9

24 903,339 △2.2 842,764 2.1 707,500 2.1 32,764 △5.3

25 926,115 2.5 844,532 0.2 699,500 △1.1 32,764 0.0

26 958,823 3.5 855,745 1.3 691,000 △1.2 32,773 0.0

27 963,420 0.5 877,675 2.6 700,800 1.4 32,372 △1.2

28 967,218 0.4 876,702 △0.1 697,000 △0.5 32,914 1.7

29 974,547 0.8 879,986 0.4 684,600 △1.8 32,860 △0.2

30 977,128 0.3 881,087 0.1 663,000 △3.2 38,216 16.3

1 1,014,571 3.8 907,975 3.1 665,000 0.3 36,358 △4.9

2 1,026,580 1.2 917,473 1.0 681,600 2.5 36,350 △ 0.02

3 1,066,097 3.8 902,478 △1.6 718,600 5.4 38,700 6.5

4 1,075,964 0.9 909,928 0.8 733,300 2.0 38,810 0.3

5 1,143,812 6.3 923,584 1.5 738,400 0.7 40,502 4.4

6 1,120,717 △2.0 939,269 1.7 702,200 △4.9 40,051 △1.1

※平成２４年度以降の地方財政計画は通常収支分と東日本大震災分の合計としています。

備考
年
度
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■　令和６年度むつ市一般会計予算　　（財源別・性質別）

予算額　４０，０５１百万円 （単位：百万円）

※各項目の整理上、予算額及び構成比の端数を調整しています。

0.6% 7.4%

3.6%

14.1%
0.3%

6.7%

29.8%

21.2%

6.6%

9.7%

244 2,962

1,424

5,642

130

2,670

11,932

8,500

2,655
3,892

11.4%

18.1%

10.1%

10.3%

1.1%

19.3%

6.9%

6.1%

16.7%

4,552

7,267

4,044

4,120

442

7,725

2,763

2,452

6,686

歳入

歳出

市税

地方交付税

国庫支出金

依存財源

29,649百万円

74.0％

自主財源

10,402百万円

26.0％

人件費

公債費

扶助費

物件費
補助費等

義務的経費

15,863百万円

39.6％

その他の経費

17,502百万円

43.7％

投資的経費

6,686百万円

16.7％

使用料及び手数料 諸収入

繰入金

普通建設事業

分担金及び負担金、

財産収入

その他

市債
県支出金

維持補修費

繰出金、積立金

投資及び出資金

貸付金
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